
・教科等や教職に関する専門的な知識・技能

・子ども理解力

・特別な配慮や支援を必要とする子どもへの対応力

・組織的・協働的な課題対応・解決能力

「北海道における教員育成指標」に示す資質能力のうち、本講座で取り扱う内容

特別支援教育①
※小学校、中学校、高等学校

担当：特別支援教育課指導係



・多様な子どもが通常の学級に在籍している
ことを前提として、全ての子どもに対し高
い学習効果が得られる分かりやすい授業づ
くりの在り方について考える。

・子ども一人一人の実態を適切に把握し、集
団における授業の工夫や合理的配慮の提供
について理解する。

ねらい

2
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特別支援教育の基本的な考え方

特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒の自立や社会参加に
向けた主体的な取組を支援するという視点に立ち、幼児児童生徒
一人一人の教育的ニーズを把握し、その持てる力を高め、生活や
学習上の困難を改善又は克服するため、適切な指導及び必要な支
援を行うものである。
また、特別支援教育は、これまでの特殊教育の対象の障害だけ

でなく、知的な遅れのない発達障害も含めて、特別な支援を必要
とする幼児児童生徒が在籍する全ての学校において実施されるも
のである。
さらに、特別支援教育は、障害のある幼児児童生徒への教育に

とどまらず、障害の有無やその他の個々の違いを認識しつつ様々
な人々が生き生きと活躍できる共生社会の形成の基礎となるもの
であり、我が国の現在及び将来の社会にとって重要な意味を持っ
ている。

平成19年４月１日付け19文科初第125号「特別支援教育の推進について（通知） 」
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小・中学校の
通常の学級

発達障害の可能性
のある児童生徒

8.8％程度

※2.2％程度
（高等学校）

特別支援教育の基本的な考え方



インクルーシブ教育システム
連続性のある多様な学びの場（義務教育段階）
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インクルーシブ教育システムの構築のためには、障害のある子
供と障害のない子供が、可能な限り同じ場で共に学ぶことを目指
すべきであり、その際には、それぞれの子供が、授業内容を理解
し、学習活動に参加している実感・達成感をもちながら、充実し
た時間を過ごしつつ、生きる力を身に付けていけるかどうかとい
う最も本質的な視点に立つことが重要である。
そのための環境整備として、子供一人一人の自立と社会参加を

見据えて、その時点での教育的ニーズに最も的確に応える指導を
提供できる、多様で柔軟な仕組みを整備することが重要である。
このため、小中学校等における通常の学級、通級による指導、特
別支援学級や、特別支援学校といった、連続性のある「多様な学
びの場」を用意していくことが必要である。

文部科学省初等中等教育局特別支援教育課「障害のある子供の教育支援の手引」（令和３年）
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インクルーシブ教育システム
連続性のある多様な学びの場（義務教育段階）
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通常の学級に在籍する障がいのある児童生徒への支援の在り方

7

「通常の学級に在籍する障害のある児童生徒への支援の在り方に関する検討会議報告(概要)」文部科学省（令和５年３月13日）

通常の学級において、学級全体に対してわかりやすい授業の工夫
を行うことが重要である。その上で、ＩＣＴを含む合理的配慮の提
供、特別支援教育支援員の配置などにより十分に学べるのかを検討
する。さらには、特別支援学校のセンター的機能の活用や外部の専
門家と連携しながら支援する必要があるのかを検討するなど、通常
の学級の中でできうる方策を十分に検討・・・。
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通常の学級における指導・支援の考え方

第１層
集団全体の指導・支援の工夫

第３層
個別指導の場における
指導・支援の工夫

第２層
一斉指導中に行う

個に応じた指導・支援の工夫

・児童生徒が安心して過ご
すことのできる学級経営
・分かりやすい板書
・児童生徒の学習状況に応
じた難易度や課題が異な
るプリントの準備 など

・障がいの特性等に配慮して
行間が広いプリントを準備
・板書を写すことが困難な場
合に黒板をデジタルカメラ
等で撮影
・教科書と併せ、音声教材を
利用 など

・放課後や休み時間に個別に
行う指導や支援
・通級による指導

文部科学省「小中一貫した教育課程の編成・実施に関する手引」（平成28年12月）を基に作成



「令和６年度 授業づくりに関する指導資料」北海道教育庁学校教育局義務教育課 9

【第１層】「分かりやすい授業づくり」に向けて
＜「主体的な学び」の具体例＞

興味や関心のない事柄に対し
ては、学ぼうとする意欲が高
まらない

＜「対話的な学び」の具体例＞ ＜「深い学び」の具体例＞

抽象的な表現が意味する内容
を理解することが困難

既習した学習内容を活用・応用
したり複数の事柄を組み合わせ
て理解したりすることが困難

自分の考えや思いを話して
伝えることが苦手



例）
「みんなのお手本になってね」
「もう少しでゴールだよ」

など

好意に満ちた言葉掛け

・１日や授業のスケジュールの
提示

・課題を終えた後の指示の工夫
など

スケジュールの提示

・教室環境の工夫
・板書の工夫

など

視覚的な支援

これらの配慮は、特別な
教育的支援を必要とする子
供をはじめ、全ての子供に
も有効な支援となります。

・指示の明確化の工夫
・聞くことへの集中を促す
工夫

など

短く分かりやすい指示

・友達の長所を見付ける工夫
・教師の表情の工夫

など

温かい学級づくり

発達支援関係職員実践研修・特別支援教育充実セミナー 講義資料から 10

【第１層】全ての子どもに効果的な配慮を考える
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【第１層】教科指導と生徒指導の一体化

【集団づくりの基盤】
① 安心して生活できる ② 個性を発揮できる ③ 自己決定の機会を持てる
④ 集団に貢献できる役割を持てる ⑤ 達成感・成就感を持つことができる
⑥ 集団での存在感を実感できる ⑦ 他の児童と好ましい人間関係を築ける
⑧ 自己肯定感・自己有用感を培うことができる
⑨ 自己実現の喜びを味わうことができる

〇 自己存在感の感受を促進する授業づくり
児童生徒の多様な学習の状況や興味・関心に柔軟に応じることにより、「どの児童生

徒も分かる授業」、「どの児童生徒にとっても面白い授業」になるよう創意工夫すること

〇 共感的な人間関係を育成する授業
授業において、互いに認め合い・励まし合い・支え合える学習集団づくりを促進して

いくこと

〇 自己決定の場を提供する授業づくり
児童生徒に意見発表の場を提供したり、児童生徒間の対話や議論の機会を設けたり、

児童生徒が協力して調べ学習をする、実験する、発表する、作品を作る、演じるなどの

取組を積極的に進めたりして、児童生徒の学びを促進

○ 安全・安心な「居場所づくり」に配慮した授業
個性が尊重され、安全かつ安心して学習できるように配慮すること

文部科学省「生徒指導提要」（令和４年）
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障害のある児童などには、（中略）学習面又は行動面にお
いて困難のある児童で発達障害の可能性のある者も含まれて
いる。（中略）障害の種類や程度を的確に把握した上で、障
害のある児童などの「困難さ」に対する「指導上の工夫の意
図」を理解し、個に応じた様々な「手立て」を検討し、指導
に当たっていく必要がある。（中略）
一方、障害の種類や程度によって一律に指導内容や指導方

法が決まるわけではない。特別支援教育において大切な視点
は、児童一人一人の障害の状態等により、学習上又は生活上
の困難が異なることに十分留意し、個々の児童の障害の状態
等に応じた指導内容や指導方法の工夫を検討し、適切な指導
を行うことであると言える。

【第２層】障がいのある児童生徒への配慮についての事項

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説総則編」
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国語 社会 算数 理科

学習上の困難さ

自分の立場以外
の視点で考えたり、
他者の感情を理解
したりするのが困
難

地図等の資料か
ら必要な情報を見
付け出したり、読
み取ったりするこ
とが困難

文章を読み取り、
数量の関係を式を
用いて表すことが
困難

実験を行う活動
において、実験の
手順や方法を理解
することが困難

指導上の工夫の
意図

児童の日常的な
生活経験に関連さ
せる。

読み取りやすく
する。

児童が数量の関
係をイメージでき
るようにする。

学習の見通しが
もてるようにする。

手立ての例

・行動や会話文に
気持ちが込められ
ていることに気付
かせる。

・気持ちの移り変
わりが分かる文章
の中のキーワード
を示す。

・気持ちの変化を
図や矢印などで視
覚的に分かるよう
にする。

・地図等の情報を
拡大する。

・見る範囲を限定
する。

・掲載されている
情報を精選する。

・視点を明確にす
る。

・児童の経験に基
づいた場面や興味
ある題材を取り上
げる。

・場面を具体物を
用いて動作化させ
る。

・解決に必要な情
報に注目できるよ
う文章を一部分ご
とに示す。

・図式化する。

・実験の目的を明
示したり、実験の
手順や方法を視覚
的に表したプリン
ト等を掲示したり、
配付したりするな
どの配慮を行う。

文部科学省「小学校学習指導要領（平成29年告示）解説（国語・社会・算数・理科編）」

【第２層】学習指導要領に示された困難さに応じた手立て（小学校）
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国語 社会 数学 理科

学習上の困難さ

比較的長い文章
を書くなど、一定
量の文字を書くこ
とが困難

社会的事象等に
興味・関心がもて
ない。

空間図形のもつ
性質を理解するこ
とが困難

実験を行う活動
において、実験の
手順や方法を理解
することが困難

指導上の工夫の
意図

文字を書く負担
を軽減する。

その社会的事象
等の意味を理解し
やすくする。

空間における直
線や平面の位置関
係をイメージでき
るようにする。

学習の見通しが
もてるようにする。

手立ての例

・ICT機器を使って
文章を書くこと
ができるように
する。

・社会の動きと身
近な生活がつな
がっていることを
実感できるよう、
特別活動などとの
関連付けなどを通
して、実際的な体
験を取り入れ、学
習の順序を分かり
やすく説明し、安
心して学習できる
ようにする

・立体模型で特徴
のある部分を触ら
せる。

・言葉でその特徴
を説明する。

・見取図や投影図
と見比べて位置関
係を把握する。

・実験の操作手順
を具体的に明示す
る。

・扱いやすい実験
器具を用いる。

文部科学省「中学校学習指導要領（平成29年告示）解説（国語・社会・数学・理科編）」

【第２層】学習指導要領に示された困難さに応じた手立て（中学校）
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国語 地理歴史 情報 保健体育

学習上の困難さ

・声を出して発表
することに困難

・人前で話すこと
への不安

学習過程におけ
る動機付けの場面
において学習上の
課題を見いだすこ
とが困難

集中して学習を
継続することが困
難

リズムやタイミ
ングに合わせて動
くことや複雑な動
きをすること、
ボールや用具の操
作等が困難

指導上の工夫の
意図

自分の考えを表
すことに対する自
信がもてるように
する。

社会的事象等を
読み取りやすくす
る。

見通しをもって
学習に取り組める
ようにする。

動きを理解した
り、自ら積極的に
動いたりすること
ができるようにす
る。

手立ての例

・紙やホワイト
ボードに書いた
ものを提示した
りICT機器を活用
したりして発表
するなど、多様
な表現方法が選
択できるように
する。

・写真などの資料
や発問を工夫す
ること

・見通しがもてる
ようヒントになる
事実をカード等に
整理して示し、学
習順序を考えられ
るようにする。

・学習活動の手順
を視覚化して明示
する。

・スモールステッ
プで学習を展開で
きるようにする。

・動きを視覚的又
は言語情報に変更
したり簡素化した
りして提示する。

・動かす体の部位
を意識させる

・操作が易しい用
具の使用や用具の
大きさを工夫する。

文部科学省「高等学校学習指導要領（平成30年告示）解説（国語・地理歴史・情報・保健体育編）」

【第２層】学習指導要領に示された困難さに応じた手立て（高等学校）



まとめ

・学校全体の授業力向上につながる授業実践をすること。
❖児童生徒たちの困っている背景や実態に合わせた授業づくりを
すること。

❖児童生徒たちが「分かる・できる・楽しい」と感じられる授業
づくりをすること。

・学校における特別支援教育推進上の課題を理解し、その
解決に向けて組織的に学習上、生活上の支援を工夫する
こと。
❖児童生徒の行動や様子を見取り、困難さについて仮説を立て、
指導や支援を工夫すること。

❖指導や支援の内容や方法について、児童生徒の反応や変容に応
じて修正を重ね、改善すること。

◯ 児童生徒が授業内容が分かり、学習活動に参加している実感・達
成感を持ちながら、生きる力を身に付けるために

16



今後の取組に向けて

17

まとめ

「教科指導上の個に応じた配慮」を必要とする児童生徒と聞いたとき、どのような実態の児
童生徒が頭に思い浮かぶでしょうか。

上記の児童生徒に対して、個と集団を意識した授業での工夫の視点などを踏まえて、指
導や支援の改善や充実に向けて、どのような取組をはじめますか。


